
 



 





2025年度 YOKOHAMA-SXIP 

派遣プログラム参加学生の声 
 

氏名  

所属 横浜国立大学経済学部 学年 4年 

派遣先大学 Panjab University 

期間 2025/9/14 ～ 2025/9/26 

 

派遣先大学での研修や語学面で学んだこと 

日本とインド両国の文化や社会問題について、インド学生と英語で議論を交わすことができた。インド

学生は、様々な社会問題について議論をすることが好きな人が多く、日本の財政状況について興味を持

ち質問をしてくれた学生もいてとても驚いた。この経験の中で、英語で議論する際は難しい語彙を多用

する必要は一切なく、A2 レベル（高校英語レベル？）で自分の伝えたいことをしっかり伝えることが

大切であると実感した。同時に、各国の文化・社会問題についてまずは日本語で理解・説明できなけれ

ば、議論のスタートラインにすら立てないということを痛感した。 

派遣先の国の生活面、文化や社会的なことで、学んだこと 

礼拝所などでの寄付金は多く払いすぎると良くないということを学んだ。その国の物価、1日 3食にい

くらかかるかを事前に把握した上で、寄付金の金額を決める。多く払いすぎると「日本人は多く払って

くれる人種」だと勘違いされて、今後インドにいく日本人たちに迷惑をかけてしまうからだ。タクシー

の値切りも同様。強気でいくことが今後インドにいく日本人たちを間接的に助けることになる。 

来年度プログラム参加を考えている学生へ 

インドへ行かれる方はワクチンを打ってから渡航することを強くお勧めします。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



2025 年度 YOKOHAMA-SXIP 

派遣プログラム参加学生の声 
 

氏名  

所属 理工学部化学生命系バイオ EP 学年 ２ 

派遣先大学 Panjab University 

期間 9/15～9/26 

 

派遣先大学での研修や語学面で学んだこと 

Panjab University では授業を受ける訳ではなく、インドの学生や先生達と一緒に大学を案内してもら

ったりしました。また、工場の見学などのツアーを学生が企画してくれていて、いろんな場所に連れて

行ってもらいました。学生同士は英語で話すので英語の練習にもなりました。また、日本語を教えたり、

逆にヒンディー語を教えてもらうことで、英語以外の言語にも触れられるいい機会でした。 

派遣先の国の生活面、文化や社会的なことで、学んだこと 

文化は全く違いますし、Panjab University のある Chandigarh は特に都会という感じではないので、

生活の仕方も関東での生活とは全然違いました。 

来年度プログラム参加を考えている学生へ 

インドは自分ではなかなか行かない国だと思います。思い切ってこのプログラムに参加してみると、自

分が今まで知れなかったことがたくさん知れると思います。 
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